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［ハワイ島の地震 SAR］ 

第1～3図は，2018年5月4日に米国ハワイ島付近で発生した地震（Mw6.9，USGS）及びこの地震

に先立ち活発化しているキラウエア火山の活動について，「だいち2号」データの解析を行った結

果に関する資料である．解析に用いたデータの諸元は，第1図下段の表に示すとおりである． 

第2図は，SAR干渉解析結果及びMulti Aperture Interferometry(MAI)法による解析の結果を示したも

ので，上段が南行軌道からの広域観測モードの解析結果，下段が北行軌道からの高分解能観測モー

ドのデータの解析結果で，左がSAR干渉解析，右がMAI解析の結果である．キラウエア東側山腹及

びEast Rift Zone沿いの帯状の領域で衛星から遠ざかる向きの変動が見られ，特に溶岩が流出した領

域周辺では大きな地殻変動が見られる．溶岩が流出した領域では，MAI解析により，南北に開くよ

うな地殻変動が捉えられた．また，キラウエア火山の山頂では，収縮と考えられる変動が見られる．

このように，マグマの動きによる地殻変動の影響が大きく，地震に伴う地殻変動は明瞭ではないと

考えられる． 

第3図は，溶岩が流出している領域周辺の地殻変動に基づき，変動源を推定した結果を示している．

鉛直の開口割れ目を仮定して開口量を推定した結果，3.9m開口したと推定され，体積変化量は

4.9×107m3と求まった． 
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第1図 解析範囲 
Fig. 1  Analytical area. 
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第2図 SAR干渉解析結果及びMulti Aperture Interferometry (MAI) 解析結果．（上）南行右観測ペア 
のSAR干渉画像，（下左）北行右観測ペアのSAR干渉解析画像，（下右）北行右観測ペアのMAI法解析画像． 

Fig. 2  Synthetic Aperture Radar (SAR) interferograms and Multi Aperture Interferometry (MAI) result. Descending/Right 
InSAR (upper), Ascending/Right InSAR (lower left), and Ascending/Right MAI (lower right). 
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第3図 SARデータから推定されたモデル 
Fig. 3  Estimated source model from InSAR and MAI results.  
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